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は
じ
め
に

�

学
長　

菅　

原　

淳　

子

　　

平
成
三
〇
年
度
二
松
學
舍
大
学
主
催
全
国
学
生
・
生
徒
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
多
数
の
御
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
漢
詩
部
門
」、「
書
道
部
門
」、「
書
評
部
門
」
の
各
部
門
、
な
ら
び
に
両
附
属
高
等
学
校
・
中
学
校
の
学
内
感
想

文
部
門
に
お
い
て
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、
入
選
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
治
一
〇
年
に
開
か
れ
た
漢
学
塾
「
二
松
學
舍
」
を
前
身
と
す
る
二
松
學
舍
大
学
は
、
昨
年
一
〇
月
一
〇
日
に
創

立
一
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
平
成
一
八
年
以
来
一
一
年
間
続
い
て
参
り
ま
し
た
漢
詩
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
昨
年
度
よ
り
新
た
に
設
け
た
「
書
道
部
門
」、「
文
芸
書
・
書
評
部
門
」
と
共
に
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
部
門

「
作
詩
部
門
」（
今
年
度
よ
り
「
漢
詩
部
門
」）
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

漢
学
塾
と
し
て
始
ま
っ
た
二
松
學
舍
大
学
は
、
大
変
古
い
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
大
学
で
す
。
漢
学
塾
時
代
に
は
若

い
こ
ろ
の
夏
目
漱
石
や
、
後
に
現
代
書
道
の
父
と
仰
が
れ
た
比
田
井
天
来
も
学
ん
で
い
ま
す
。
漢
学
塾
は
昭
和
三
年

に
国
語
・
漢
文
の
教
員
を
養
成
す
る
専
門
学
校
と
な
り
、
戦
後
の
昭
和
二
四
年
に
新
制
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

に
至
る
ま
で
日
本
全
国
の
中
学
校
、
高
等
学
校
に
国
語
や
書
道
の
教
員
を
送
り
出
し
て
来
た
の
み
な
ら
ず
、
国
文
学
・
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中
国
文
学
の
研
究
者
、
書
家
や
作
家
も
数
多
く
輩
出
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
四
月
に
は
創
立
一
四
〇
周
年
を

記
念
し
て
、
文
学
部
に
日
本
文
化
の
新
し
い
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科

を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
学
文
学
部
の
持
つ
特
色
を
い
っ
そ
う
強
く
打
ち
出
し
た
文
芸

コ
ン
ク
ー
ル
を
昨
年
度
新
た
に
発
足
さ
せ
た
次
第
で
す
。

　

漢
詩
の
創
作
で
あ
る
「
漢
詩
部
門
」
に
は
、
約
一
二
〇
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詩
題
は
自
由
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
創
作
さ
れ
た
七
言
絶
句
に
は
若
い
感
性
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品

で
し
た
。
ま
た
「
書
道
部
門
」
は
、
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
の
部
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
小
学
生
の
部

を
設
け
て
実
施
し
、
全
部
門
通
し
て
、
約
二
七
〇
〇
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
端
正
な
書
か
ら
躍
動
的
な

書
ま
で
、
書
の
魅
力
が
見
る
人
に
存
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。
そ
し
て
「
書
評
部
門
」
で
は
、
一

般
的
な
書
評
で
は
な
く
、
新
刊
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
広
告
）
と
い
う
新
た
な
形
式
の
表
現
を
課
題
と
い
た
し
ま
し
た
。
数
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
大
変
独
創
的
な
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
三
部
門
に
加
え
て
、
両
附
属
高
等
学
校
・
中
学
校
を
対
象
と
し
た
学
内
感
想
文
部
門
も
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
課
題
図
書
は
、
昨
年
生
誕
一
五
〇
周
年
を
迎
え
た
、
本
学
に
も
縁
の
あ
る
夏
目
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』。
読
書
感

想
文
は
、
高
校
生
の
多
様
な
視
点
か
ら
書
か
れ
、
大
変
新
鮮
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
今
年
度
の
入
賞
作
品
集
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
に
中
国
の
歴
史
や
文
化
、

そ
し
て
日
本
文
化
や
文
学
を
学
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
平
成
三
〇
年
度
二
松
學
舍
大
学
主
催
全
国
学
生
・
生
徒
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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二
松
學
舍
大
学
主
催
　
全
国
学
生
・
生
徒

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
概
要

  

募
集
内
容

○
応
募
資
格

　

大
学
生
、
高
校
生
、
中
学
生
、
小
学
生

○
募
集
部
門

　

漢
詩
部
門

　

・
七
言
絶
句　

※
投
稿
は
、
一
人
三
首
ま
で

　

・
自
由
課
題

　
　
（
一
）
学
生
（
大
学
生
）
の
部

　
　
（
二
）
生
徒
（
高
校
生
・
中
学
生
）
の
部

　
書
道
部
門

　

・
用
紙
サ
イ
ズ
「
半
紙
」

　
　
（
一
）
学
生
（
大
学
生
）
の
部

　
　
　
　
　

自
由
課
題
。

　
　
（
二
）
生
徒
（
高
校
生
）
の
部

　
　
　
　

古
典
臨
書
（
漢
字
・
仮
名
）
の
中
か
ら
自
由
課
題

　
　
（
三
）
生
徒
（
中
学
生
）
の
部

　
　
　
　
　

指
定
課
題
「
理
想
の
実
現
」
ま
た
は
自
由
課
題

　
　
（
四
）
生
徒
（
小
学
生
）
の
部

　
　
　
　
　

指
定
課
題
「
ま
つ
」（
一
年
生
）、「
ね
こ
」（
二
年
生
）、「
広
大
」（
三
年
生
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
世
界
」（
四
年
生
）、「
書
道
」（
五
年
生
）、「
伝
統
文
化
」（
六
年
生
）
ま
た
は
自
由
課
題

　
書
評
部
門

　

・�

平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に
出
版
さ
れ
た
文
芸
書
（
小
説
・
詩
歌
・
エ
ッ
セ
イ
等
）
の
新
刊
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
広
告
）、
Ａ
５
サ
イ
ズ
。
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○
賞
・
賞
品

　

最
優
秀
賞　
　

各
部
門
一
点　

賞
状
、
盾
及
び
賞
品
（
書
道
部
門
は
作
品
の
表
装
）

　

優
秀
賞　
　

各
部
門
二
点　

賞
状
、
盾
及
び
賞
品
（
書
道
部
門
は
作
品
の
表
装
）

　

佳　
　

作　
　

各
部
門
三
点　

賞
状
、
及
び
賞
品

○
主
催

　

二
松
學
舍
大
学

○
後
援

　

文
部
科
学
省

　

毎
日
新
聞
社

　

日
本
経
済
新
聞
社

　
（
一
社
）
漢
字
文
化
振
興
協
会

　

全
国
漢
文
教
育
学
会

　

全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会

　

全
日
本
漢
詩
連
盟

　
（
公
社
）
全
日
本
書
道
教
育
協
会

　

二
松
學
舍
松
苓
会

○
協
賛

　

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社

　

株
式
会
社　

大
塚
商
会

　

株
式
会
社　

三
省
堂
書
店

　

ス
テ
ッ
ド
ラ
ー
日
本
株
式
会
社
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詩
部
門　

学
生
（
大
学
生
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の
部
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講
　
評

　

山　

居

山
居
香
桂
素
琴
聲

秋
色
寥
寥
懷
友
生

信
絶
十
年
身
作
客

中
宵
酌
酒
向
君
傾

　

山　

居

山
居
香
桂
素
琴
の
声

秋
色
寥
寥
と
し
て
友
生
を
懐
ふ

信
絶
え
て
十
年
身
客
と
作
り

中
屑
酒
を
酌
ん
で
君
に
向
っ
て
傾
く

　

桂
花
の
咲
き
匂
う
山
の
住す
ま
い居
に
、
琴
の
音ね

が
聞
こ
え
て
く
る
。
秋
深
ま
る
わ
び
し
さ
の
中
、
懐な
つ

か
し
い
友
を
思
う
。
便
り
も
絶
え
て
十
年
、

旅
の
身み

空そ
ら

、
夜
も
更ふ

け
て
独
り
酒
を
酌
み
、
君
を
思
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。

　

前
半
は
、
琴
の
清
ら
か
な
音ね

色い
ろ

と
、
桂
花
の
よ
い
香か
お

り
が
、
秋
の
わ
び
し
さ
に
品
の
よ
い
彩い
ろ
どり

を
添
え
、
後
半
の
親
友
へ
の
思
慕
の
情
を

そ
そ
っ
て
い
る
。
品
の
よ
い
、
味
わ
い
深
い
作
。

最
優
秀
賞	

二
松
學
舍
大
学　

一
年　
　

濱　

田　

耕　

平
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優
秀
賞	

二
松
學
舍
大
学　

三
年　
　

木　

村　

茉
友
美

優
秀
賞	

安
田
女
子
大
学　

二
年　
　

久　

行　

加　

恵

　

消
夏

友

六
月
村
郊
蟬
語
長

炎
威
日
午
汗
如
漿

北
窗
搖
扇

風
起

迎
友
披
襟
傾
一
觴

　

客
中
作

野
菊
驕
霜
十
月
時

英
芬
苾
正
離
披

他
鄕

國
江
邊
夕

村
女
先
趨
小
狗
隨

　

消
夏
会
友

六
月
村
郊
蟬
語
長
く

炎
威
の
日
午
汗
漿
の
如
し

北
窓
扇
を
揺
ら
せ
ば
微
風
起
る

友
を
迎
へ
て
襟
を
披
き
一
觴
を
傾
く

　

客
中
作

野
菊
霜
に
驕
る
十
月
の
時

花
英
芬
苾
と
し
て
正
に
離
披

他
郷
国
を
憶
ふ
江
辺
の
夕

村
女
先
に
趨
り
て
小
狗
随
ふ

講
　
評

講
　
評

　

前
半
は
、
蟬
の
声
、
照
り
つ
け
る

暑
さ
、
と
夏
の
気
分
を
増
幅
し
、
後

半
は
、
北
窓
、
微
風
、
と
涼
し
味
を

添
え
て
、
最
後
に
〝
友
と
一
杯
〟
と

洒し
ゃ
れ落
こ
ん
だ
。
消
夏
の
詩
の
上
乗
の

一
作
。

　

野
菊
の
花
が
、
霜
に
負
け
ず
に
咲

き
誇
る
情
景
を
前
半
に
描
き
、
そ
れ

を
バ
ッ
ク
に
、
故
郷
の
村
の
娘
の
小

犬
と
じ
ゃ
れ
て
い
る
懐
か
し
い
思
い

出
を
あ
し
ら
っ
た
の
が
う
ま
い
。〝
故

郷
懐な
つ
かし
〟
の
気
分
が
横お
う
い
つ溢
。
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佳
　
作	

岐
阜
女
子
大
学　

四
年　
　

末　

國　
　
　

悠

佳
　
作	
安
田
女
子
大
学　

二
年　
　

和　

田　
　
　

愛

　

秋
夜
偶
成

秋
夜
孤
窗
清
月
光

西
風
蕭
索
引
悠
長

執
翰
磨
硯
游
他
國

千
里
懷
君
涙
幾
行

　

客
中
作

千
里
雁
行
之
字
分

悲
聲
斷
續
不
堪
聞

登
臺
故
國
知
何
處

游
子
遠
看
唯
有
雲

　

秋
夜
偶
成

秋
夜
孤
窓
月
光
清
く

西
風
蕭
索
と
し
て
愁
ひ
を
引
き
て
長
し

翰
を
執
り
硯
を
磨
し
て
他
国
に
遊
ぶ

千
里
君
を
懐
ひ
て
涙
幾
行

　

客
中
作

千
里
雁
行
之
の
字
に
分
か
る

悲
声
断
続
聞
く
に
堪
へ
ず

台
に
登
れ
ば
故
国
知
ん
ぬ
何
れ
の
処
ぞ

遊
子
遠
く
看
れ
ば
唯
だ
雲
有
る
の
み
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【
入
　
選
】

「
山
寺
」	

安
田
女
子
大
学	

四
年	

川　

村　

夏　

美

「
客
中
七
夕
」	

安
田
女
子
大
学	

三
年	

木　

村　

彩　

乃

「
九
日
」	

安
田
女
子
大
学	

四
年	

小　

島　

朱　

音
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漢
詩
部
門　

生
徒
（
高
校
生
・
中
学
生
）
の
部
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優
秀
賞	

仁
愛
女
子
高
等
学
校　

二
年　
　

伊　

藤　

里　

紗

最
優
秀
賞
　
該
当
作
品
な
し

優
秀
賞	

栃
木
県
立
小
山
西
高
等
学
校　

三
年　
　

河
野
辺　

里　

桜

　

寒　

菊

九
月
連
山
帶
瘦
容

空
林
葉
盡
印
霜
濃

可
憐
叢
菊
東
籬
下

佳
色
耐
寒
花
影
重

　

秋
日
偶
成

冷
氣
侵
肌
易
感
秋

秋
風
天
地
月
光
流

野
花
爽
氣
懷
君
切

喞
喞
蟲
聲
窗
外
幽

　

寒　

菊

九
月
連
山
痩
容
を
帯
び

空
林
葉
尽
き
印
霜
濃
し

憐
れ
む
べ
し
叢
菊
東
籬
の
下

佳
色
寒
に
耐
え
花
影
重
な
る

　

秋
日
偶
成

冷
気
肌
を
侵
し
秋
を
感
じ
易
く

秋
風
に
天
地
月
光
流
る

野
花 

爽
気
君
を
懐
ふ
こ
と
切
な
り

喞
々
た
る
虫
声
窓
外
幽
か
な
り

講
　
評

講
　
評

　

霜
が
降
り
て
寒
く
な
っ
た
風
景

を
、起
句
で
山
の
様
子
を「
痩
容
」で
、

承
句
で
誰
も
居
な
い
林
で
は
葉
が
落

ち
た
と
し
た
。
次
の
転
・
結
句
で
東

の
籬ま
が
き

の
菊
が
寒
さ
を
忍
ん
で
、
幾
つ

も
花
を
咲
か
せ
て
い
る
姿
を
愛め

で
る

作
者
の
気
持
を
表
現
し
た
。

　

起
句
で
空
気
が
冷
や
や
か
に
な
り

秋
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
易
く

な
っ
た
。
承
句
で
は
そ
の
よ
う
な
天

地
を
月
が
照
ら
し
て
い
る
が
、
爽
や

か
な
野
で
咲
い
て
い
る
花
を
見
て
君

の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
と
し
た
転

句
は
繫つ
な

が
り
が
悪
い
。
又
、
題
を
直

し
た
。
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佳
　
作	

立
川
市
立
立
川
第
九
中
学
校　

二
年　
　

新　

井　
　
　

結

佳
　
作	
京
華
中
学
校　

一
年　
　

伊　

丹　

瑠　

亮

佳
　
作	

仁
愛
女
子
高
等
学
校　

二
年　
　

佐　

藤　

有　

華

　

夏
日
偶
成

炎
威
滿
地
絶
涼
風

流
汗
淋
漓
草
屋
中

迎
夕
庭
前
蟲
語
盛

東
天
遙
望
月
玲
瓏

　

秋
夜
偶
題

銀
河
如
水
夜
悠
悠

風
竹
迎
來
月
一
鉤

濃
淡
靑
山
殘
雨
後

森
然
天
地
入
新
秋

　

初
冬
訪
山
寺

北
郊
風
老
入
初
冬

石
甃
霜
舖
冷
碧
松

山
寺
深
閑
楓
落
盡

狂
花
一
點
促
吟
胸

　

夏
日
偶
成

炎
威
地
に
滿
ち
涼
風
絶
え

流
汗
淋
漓
草
屋
の
中

夕
を
迎
え
庭
前
虫
語
盛
ん
な
り

東
天
遥
か
に
望
む
月
玲
瓏

　

秋
夜
偶
題

銀
河
水
の
如
く
夜
悠
々

風
竹
迎
え
来
た
る
月
一
鉤

濃
淡
の
青
山
残
雨
の
後

森
然
た
る
天
地
新
秋
に
入
る

　

初
冬
山
寺
を
訪
ふ

北
郊
風
老
い
初
冬
に
入
る

石
甃
霜
は
舗
き
碧
松
冷
や
や
か
な
り

山
寺
深
閑
楓
落
ち
尽
く
す

狂
花
一
点
吟
胸
を
促
す
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【
入
　
選
】

「
梅
天
閑
詠
」	

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

二
年	

櫟　

原　

里　

奈

「
夏
日
偶
成
」	

立
川
市
立
立
川
第
九
中
学
校	

二
年	

小　

林　

千　

紘

「
晩
夏
読
書
」	

栃
木
県
立
小
山
西
高
等
学
校	

三
年	

篠　

木　

優　

那

「
苦
熱
」	

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

竹　

内　

こ
ゆ
き

「
水
村
夏
夜
」	
仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

増　

田　

葉　

月
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書
道
部
門　

学
生
（
大
学
生
）
の
部
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最
優
秀
賞

徳
忱
帖�

二
松
學
舍
大
学　

四
年　
　

廣　

野　

花　

音

講
　
評

　

宋
の
米
芾
の
傑
作
と
さ

れ
る
徳
忱
帖
の
臨
書
作
で

あ
る
。
中
国
に
お
け
る
書

の
歴
史
上
、
最
も
書
聖
王

羲
之
を
崇
拝
し
、
最
も
王

羲
之
書
を
踏
襲
し
た
の
が

米
芾
と
さ
れ
る
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
、
こ
の
作
品

は
王
羲
之
書
法
を
充
分

に
学
び
、
筆
意
の
端
々

に
、
存
分
に
王
羲
之
風
を

発
揮
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
殊
に
、
米
芾
の
洗

練
さ
れ
た
書
に
対
す
る
考

え
が
、
強
い
筆
意
と
な
っ

て
表
現
さ
れ
秀
作
と
な
っ

た
。
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優
秀
賞

僧
善
住
詩

�

安
田
女
子
大
学　

四
年　
　

佐　

藤　

麻　

衣

清
雅
奇
逸

�
二
松
學
舍
大
学　

三
年　
　

伊　

藤　

百　

映

講
　
評

講
　
評

　

清
ら
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
さ
せ
る
「
清
雅
」
や
、
変
化
の
妙
に
富
ん
だ
線

が
瀟
洒
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
面
白
味
の
あ
る
作
品
で
す
。
た
だ
変
化
を
具
え

る
だ
け
で
な
く
、
一
貫
さ
れ
た
気
脈
か
ら
は
、
洗
練
さ
れ
た
筆
意
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

重
厚
な
線
、
適
量
な
墨
量
と
字
間
を
と
っ
た
余
白
に
よ
る
黒
白
の
対
比
が
見

事
で
す
が
、
な
に
よ
り
半
紙
と
は
思
わ
せ
な
い
、
大
き
く
感
じ
さ
せ
る
紙
面
構

成
が
魅
力
的
で
す
。
三
行
目
の
「
孤
」
や
「
無
」
字
を
大
き
く
見
せ
る
よ
う
工

夫
す
れ
ば
、
更
に
良
く
な
り
ま
す
。
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佳
　
作

臨　高野切第三種
二松學舍大学　四年
引　田　千　明

臨　書譜
安田女子大学　三年
小　森　智　愛

賢愚經卷第十五
二松學舍大学　三年
関　　　美　咲
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【
入
　
選
】

「
臨　

傅
山　

七
言
絶
句
幅
」	

安
田
女
子
大
学	

二
年	

黒　

木　

麻　

琴

「
臨　

蜀
素
帖
」	

二
松
學
舍
大
学	

二
年	

小　

林　

真　

歩

「
創
作　

龍
飛
空
天
駕
馬
」	

二
松
學
舍
大
学	

四
年	

近　

藤　

克　

昭

「
関
戸
本
古
今
集
」	

二
松
學
舍
大
学	

四
年	

佐　

藤　

季
美
歌

「
楷
書
創
作　

西
北
望
長
安
」	

二
松
學
舍
大
学	

三
年	

長
谷
川　

真　

子
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書
道
部
門　

生
徒
（
高
校
生
）
の
部
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最
優
秀
賞

臨　

智
永
真
草
千
字
文�

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校　

二
年　
　

宍　

倉　

夏　

未

講
　
評

　

智
永
の
真
草
千
字
文
の

真
（
楷
書
）
を
原
寸
大
で

臨
書
し
た
。
形
式
と
し
て

界
格
を
細
線
で
引
き
、
マ

ス
目
と
文
字
と
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
書
か
れ
て
い
る
。

書
法
の
優
れ
て
い
る
点

は
、
線
質
の
お
だ
や
か
な

中
に
強
さ
を
秘
め
た
点
に

あ
る
。
殊
に
、
ハ
ネ
や
左

右
の
払
い
に
は
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
、
智
永
書
の

筆
意
を
充
分
に
捉
え
た
も

の
と
言
え
る
。
字
形
は
原

本
を
忠
実
に
捉
え
、
し
か

も
伸
び
や
か
な
抑
揚
を
表

現
し
た
秀
作
で
あ
る
。
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優
秀
賞

臨　

元
顕
儁
墓
誌
銘

�

広
島
県
立
五
日
市
高
等
学
校　

二
年　
　

藤　

本　

笑　

碧

臨　

蘭
亭
序

�

神
奈
川
県
立
有
馬
高
等
学
校　

二
年　
　

根　

本　
　
　

碧

講
　
評

講
　
評

　
「
朗
」
や
「
清
」
字
の
月
部
の
点
の
打
ち
方
に
改
善
の
余
地
を
残
し
ま
す
が
、

高
校
生
ら
し
い
素
直
な
運
筆
、
切
れ
味
の
鋭
い
線
、
そ
し
て
蘭
亭
序
の
字
形
を

忠
実
に
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
落
款
の
収
め
方
も
秀

逸
で
す
。

　

六
朝
の
元
顯
儁
墓
誌
の
臨
書
で
あ
る
。
筆
意
の
捉
え
方
が
殊
に
優
れ
、
六
朝

楷
書
の
特
徴
を
存
分
に
発
揮
し
た
。
筆
圧
の
強
さ
は
も
と
よ
り
、
空
間
に
お
け

る
余
白
か
ら
実
線
以
外
の
興
趣
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
と
言
え
よ
う
。
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佳
　
作

臨　張猛龍碑
福島県立田村高等学校　一年
山　代　琴　葉

臨　祭姪文稿
千葉県立国府台高等学校　三年
新　井　唯　真

臨　始平公造像記
仙台育英学園高等学校　三年
三　浦　朱　莉
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【
入
　
選
】

「
千
字
文
」	

浦
和
明
の
星
女
子
高
等
学
校	

三
年	

青　

野　

さ
く
ら

「
書
譜
」	

長
野
県
屋
代
南
高
等
学
校	

二
年	

青　

山　

円　

花

「
臨　

石
山
切
伊
勢
集
」	

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校	

三
年	

荒　
　
　

み
さ
き

「
臨　

伊
都
内
親
王
願
文
」	

埼
玉
県
立
熊
谷
女
子
高
等
学
校	

二
年	

新　

井　

菜　

央

「
牛
橛
造
像
記
」	
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校	

一
年	

飯　
　
　

乃　

愛

「
礼
器
碑
」	
明
秀
学
園
日
立
高
等
学
校	

三
年	

稲　

葉　
　
　

諒

「
臨　

薦
季
直
表
」	

広
島
県
立
五
日
市
高
等
学
校	

二
年	

井　

上　

悠　

乃

「
松
風
閣
詩
巻
」	

埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
等
学
校	

三
年	

大
久
保　

佳　

菜

「
臨　

伊
都
内
親
王
願
文
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

三
年	

大　

竹　

恩　

譜

「
黄
州
寒
食
詩
巻
跋
」	

青
森
県
立
青
森
中
央
高
等
学
校	

三
年	

小　

山　

野　

花

「
臨　

顔
氏
家
廟
碑
」	

東
京
都
立
千
早
高
等
学
校	

三
年	

加　

藤　

帆　

風

「
乙
瑛
碑
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	
一
年	

金　

本　

奈　

那

「
夫
靈
跡
誕
遘
必
」	

大
東
文
化
大
学
第
一
高
等
学
校	

二
年	
金　

子　

楓　

佳

「
鄭
羲
下
碑
」	

武
蔵
野
大
学
附
属
千
代
田
高
等
学
院	

一
年	
金　

庭　

未　

来

「
比
丘
道
匠
造
像
記
」	

明
秀
学
園
日
立
高
等
学
校	

三
年	

木　

田　

み
の
り

「
風
信
帖
」	

東
京
女
学
館
高
等
学
校	

一
年	

木　

村　

佳　

鈴

「
度
量
如
海
涵
春
育　

金
冬
心
」	

拓
殖
大
学
紅
陵
髙
等
学
校	

三
年	

木　

村　

愛　

琴

「
九
成
宮
醴
泉
銘
」	

市
川
高
等
学
校	

二
年	

佐　

藤　

望　

羽

「
臨　

孫
秋
生
劉
起
祖
等
造
像
記
（
縣
功
曹
孫
秋
生
）」

	

二
松
學
舍
大
学
附
属
柏
高
等
学
校	

二
年	

三　

野　

紀　

花

「
楊
峴
」	

千
葉
県
立
市
川
南
高
等
学
校	

三
年	

鈴　

木　

翔　

也

「
古
典
臨
書　

自
書
告
身
」	

浜
松
開
誠
館
中
学
校
・
高
等
学
校	

一
年	

鈴　

木　

菜　

未

「
張
遷
碑
」	

兵
庫
県
立
社
高
等
学
校	

二
年	

高　

瀬　

彩　

里

「
臨　

顔
真
卿　

祭
姪
文
稿
」	

佼
成
学
園
女
子
中
学
高
等
学
校	

三
年	

田　

島　
　
　

凪

「
自
書
告
身
」	

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校	

一
年	

畠　

山　
　
　

結

「
臨　

蘭
亭
序
」	

星
野
高
等
学
校	

二
年	

藤　

倉　

は
る
か

「
臨　

蜀
素
帖
」	

千
葉
県
立
袖
ヶ
浦
高
等
学
校	

三
年	

藤　

田　

愛　

理

「
張
猛
龍
碑
」	

拓
殖
大
学
紅
陵
髙
等
学
校	

二
年	

本　

間　

美　

帆

「
臨　

張
瑞
図　

杜
甫
飲
中
八
仙
歌
」

	

茨
城
県
立
牛
久
栄
進
高
等
学
校	

二
年	

増　

田　

若　

桜

「
蘭
亭
序
」	

東
京
都
立
小
松
川
高
等
学
校	

二
年	

村　

上　

優　

希

「
古
典
臨
書　

書
譜
」	

浜
松
開
誠
館
中
学
校
・
高
等
学
校	

一
年	

吉　

田　

悠　

花
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最
優
秀
賞

文
化
遺
産�

東
松
山
市
立
南
中
学
校　

二
年　
　

大　

谷　
　
　

渚

講
　
評

　

画
数
の
差
に
よ
る
文
字

の
大
小
の
調
和
が
よ
ろ
し

い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

余
白
が
き
れ
い
に
見
え
る

行
書
作
品
。
運
筆
は
、
無

理
な
く
流
れ
て
自
然
体
に

見
え
る
の
が
良
い
。
中
学

生
の
行
書
作
品
と
し
て
、

大
変
に
好
感
が
持
て
る
作

品
と
い
え
る
。
学
年
・
名

前
の
行
書
も
、
大
き
さ
・

字
間
と
も
に
本
文
に
調
和

さ
せ
て
、
半
紙
全
体
に
余

裕
・
余
韻
を
広
げ
て
お
り

抜
群
で
あ
る
。
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優
秀
賞

五
穀
豊
穣

�

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校　

三
年　
　

栗　

岡　

佑
以
子

敦
煌
木
簡

�

専
修
大
学
松
戸
中
学
校　

三
年　
　

井　

上　

裕
紀
子

講
　
評

講
　
評

　

文
字
を
大
き
め
に
配
し
な
が
ら
も
、
線
の
太
細
を
上
手
く
使
っ
て
明
る
さ
の

出
た
行
書
作
品
。
軽
快
な
運
筆
の
リ
ズ
ム
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
名
前
の
位
置
を

事
前
に
検
討
し
て
お
く
と
、
さ
ら
に
良
く
な
る
。

　

紙
面
い
っ
ぱ
い
に
文
字
を
配
し
て
、
全
面
的
に
押
し
出
す
よ
う
な
表
現
で
、
線

質
は
濃
墨
に
よ
る
重
厚
で
ね
ば
り
強
い
タ
ッ
チ
の
行
書
作
品
。
名
前
も
上
手
く

配
字
し
て
、
印
象
に
強
く
残
る
作
品
で
あ
る
。
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佳
　
作

和漢交響
江戸川区立小岩第三中学校　一年

中　山　こころ

感動
合志市立西合志南中学校　三年
石　堂　愛　実

中大兄皇子
青森明の星中学校　三年
大　野　柚　子
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【
入
　
選
】

「
五
穀
」	

市
川
中
学
校	

三
年	

浅　

山　

優　

花

「
理
想
の
実
現
」	

光
塩
女
子
学
院
中
等
科	

三
年	

雨　

宮　

沙　

雪

「
理
想
の
実
現
」	

白
井
市
立
大
山
口
中
学
校	

三
年	

飯　

野　

鈴　

花

「
臨　

黄
庭
堅　

松
風
閣
詩
巻
」	

佼
成
学
園
女
子
中
学
高
等
学
校	

三
年	

池　

亀　

志　

和

「
式
典
」	

江
戸
川
区
立
小
岩
第
四
中
学
校	

二
年	

石　

田　

征　

樹

「
挑
戦
」	
江
戸
川
区
立
小
岩
第
一
中
学
校	

二
年	

伊　

藤　

え　

な

「
理
想
の
実
現
」	
新
島
学
園
中
学
校	

三
年	

今　

井　

花　

香

「
世
界
の
海
」	

釜
石
市
立
釜
石
中
学
校	

三
年	

今　

野　

比
叶
里

「
臨　

張
猛
龍
碑
」	

狭
山
市
立
狭
山
台
中
学
校	

三
年	

岩　

﨑　
　
　

諒

「
空
庭
惟
鳥
臨
」	

新
島
学
園
中
学
校	

三
年	

江　

袋　
　
　

綾

「
駿
馬
」	

江
戸
川
区
立
小
岩
第
一
中
学
校	

三
年	

奥　

居　

優　

里

「
五
穀
」	

市
川
中
学
校	
三
年	

兼　

松　

彩　

月

「
感
動
の
人
生
」	

青
森
市
立
浪
岡
中
学
校	
三
年	

鎌　

田　

愛　

莉

「
海
辺
」	

葛
飾
区
立
葛
美
中
学
校	

一
年	
神　

田　

咲　

江

「
理
想
の
実
現
」	

船
橋
市
立
御
滝
中
学
校	

三
年	

北　

村　
　
　

萌

「
海
辺
」	

葛
飾
区
立
水
元
中
学
校	

一
年	

小　

池　

希
乃
花

「
五
穀
豊
穣
」	

利
根
町
立
利
根
中
学
校	

三
年	

坂　

口　

龍　

翼

「
応
援
」	

さ
い
た
ま
市
立
大
久
保
中
学
校	

一
年	

佐　

藤　

柚　

那

「
奇
跡
」	

さ
い
た
ま
市
立
上
大
久
保
中
学
校	

二
年	

佐　

野　

陽　

香

「
活
躍
」	

千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校	

三
年	

志　

賀　

陽　

菜

「
五
穀
豊
穣
」	

さ
い
た
ま
市
立
美
園
中
学
校	

三
年	

柴　

田　
　
　

悠

「
秋
の
芸
術
祭
」	

弘
前
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校	

二
年	

須　

藤　

大　

翔

「
五
穀
」	

市
川
中
学
校	

三
年	

高　

峰　
　
　

心

「
理
想
の
実
現
」	

墨
田
区
立
墨
田
中
学
校	

三
年	

原　

田　

舞　

優

「
理
想
の
実
現
」	

春
日
部
共
栄
中
学
校	

二
年	

藤　

井　
　
　

心

「
理
想
の
実
現
」	

初
芝
富
田
林
中
学
校	

二
年	

村　

田　

樹　

優

「
理
想
の
実
現
」	

日
本
女
子
大
学
附
属
豊
明
中
学
校	

一
年	

本　

橋　

咲
貴
子

「
富
士
の
雲
海
」	

鳩
山
町
立
鳩
山
中
学
校	

二
年	

栁　

澤　

祐
理
子

「
理
想
の
実
現
」	

聖
マ
リ
ア
女
学
院
中
学
校	

三
年	

山　

田　

彩　

心

「
挑
戦
」	

江
戸
川
区
立
小
岩
第
一
中
学
校	

一
年	

渡　

辺　
　
　

苺
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最
優
秀
賞

書　

道�

青
森
市
立
浪
岡
北
小
学
校　

五
年　
　

佐　

藤　

仁　

理

講
　
評

　

書
写
の
基
本
と
な
る
点

画
の
始
筆
や
終
筆
の
筆
使

い
が
し
っ
か
り
備
わ
り
、

そ
の
上
で
、「
書
」
の
横

画
間
を
等
し
く
し
、
一
画

強
調
を
踏
ま
え
た
上
下
の

組
み
立
て
方
は
見
事
で

す
。「
道
」
は
シ
ン
ニ
ョ

ウ
の
書
き
方
や
組
み
立
て

方
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
て
整
っ
た
字
形
で
書

か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

名
前
も
、
日
頃
の
学
習
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
字

形
・
文
字
の
大
き
さ
が
適

切
に
書
か
れ
、
作
品
の
一

部
と
し
て
調
和
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
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優
秀
賞

希　

望

�

葛
飾
区
立
細
田
小
学
校　

五
年　
　

高　

橋　

愛　

理

土　

地
�

呉
市
立
呉
中
央
小
学
校　

四
年　
　

伊　

東　

琥　

子

講
　
評

講
　
評

　

基
本
に
そ
っ
た
筆
使
い
で
の
び
の
び
と
運
筆
し
て
い
ま
す
。
特
に
、「
地
」
の

右
上
払
い
や
曲
が
り
の
筆
使
い
は
完
璧
で
す
。
名
前
も
字
形
が
整
っ
て
素
晴
ら

し
く
、
練
習
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

迷
い
の
な
い
運
筆
で
力
強
く
字
形
も
整
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
希

望
に
満
ち
た
作
品
と
言
え
ま
す
。「
望
」
の
５
画
目
が
少
し
短
い
と
、
も
っ
と
安

定
し
た
字
形
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
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佳
　
作

伝統文化
黒石市立黒石小学校　六年
酒　井　陽　斗

世　界
さいたま市立大砂土小学校　六年

井　出　菜々香

ゆ　め
葛飾区立上小松小学校　二年
櫛　田　り　み
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【
入
　
選
】

「
雲
海
」	

川
口
市
立
戸
塚
綾
瀬
小
学
校	

五
年	

安　

部　

穂　

杏

「
必
要
」	

江
戸
川
区
立
西
小
岩
小
学
校	

五
年	

石　

川　

翔　

一

「
世
界
」	

さ
い
た
ま
市
立
和
土
小
学
校	

四
年	

内　

野　

詩
絵
里

「
大
空
」	

葛
飾
区
立
水
元
小
学
校	

四
年	

大　

森　

美　

桜

「
発
信
」	
江
戸
川
区
立
東
小
岩
小
学
校	

六
年	

岡　

﨑　

エ
リ
カ

「
広
大
」	
川
口
市
立
戸
塚
北
小
学
校	

三
年	

笠　

井　

珂
那
汰

「
平
和
」	

春
日
部
市
立
武
里
西
小
学
校	

四
年	

神　

原　

結　

愛

「
伝
統
文
化
」	

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校	

六
年	

栗　

岡　

佑
万
子

「
え
ほ
ん
」	

東
松
山
市
立
市
の
川
小
学
校	

二
年	

小　

泉　

琉　

花

「
伝
統
文
化
」	

練
馬
区
立
上
石
神
井
北
小
学
校	

六
年	

小　

林　

夢　

果

「
太
陽
」	

入
間
市
立
仏
子
小
学
校	

四
年	

島　

﨑　

理　

央

「
虫
」	

い
す
み
市
立
長
者
小
学
校	
四
年	

菅　

谷　

知　

央

「
伝
統
文
化
」	

清
瀬
市
立
清
瀬
小
学
校	

六
年	
髙　

木　

綾　

音

「
挑
戦
」	

江
戸
川
区
立
上
小
岩
第
二
小
学
校	

五
年	
武　

田　

莉　

知

「
書
道
」	

川
口
市
立
木
曽
呂
小
学
校	

五
年	

種　

村　

ゆ
き
な

「
書
道
」	

東
久
留
米
市
立
小
山
小
学
校	

五
年	

田　

原　

唯　

衣

「
ね
こ
」	

船
橋
市
立
高
根
台
第
二
小
学
校	

二
年	

戸　

邉　

奏　

太

「
大
麦
」	

江
戸
川
区
立
西
小
岩
小
学
校	

四
年	

外　

山　

優　

斗

「
立
秋
」	

葛
飾
区
立
鎌
倉
小
学
校	

四
年	

中　

野　

花　

音

「
伝
統
文
化
」	

新
発
田
市
立
東
小
学
校	

六
年	

野　

村　

日
向
子

「
伝
統
文
化
」	

朝
霞
市
立
朝
霞
第
八
小
学
校	

六
年	

長
谷
川　

菜
央
子

「
雲
海
」	

坂
戸
市
立
坂
戸
小
学
校	

六
年	

原　

田　

結　

菜

「
夜
空
花
火
」	

田
舎
館
村
立
田
舎
館
小
学
校	

六
年	

平　

田　

結　

愛

「
希
望
の
星
」	

呉
市
立
阿
賀
小
学
校	

六
年	

前　

田　

か
の
こ

「
星
く
ず
」	

大
船
渡
市
立
猪
川
小
学
校	

五
年	

松　

川　

裳　

那

「
大
地
」	

呉
市
立
呉
中
央
小
学
校	

四
年	

宮　

脇　

麻　

愛

「
出
発
の
朝
」	

坂
戸
市
立
坂
戸
小
学
校	

六
年	

矢　

島　

綺　

星

「
広
大
」	

大
田
区
立
千
鳥
小
学
校	

三
年	

横　

田　

海　

斗

「
心
に
太
陽
」	

北
方
町
立
北
方
小
学
校	

六
年	

𠮷　

井　

愛　

莉

「
土
地
」	

江
戸
川
区
立
北
小
岩
小
学
校	

三
年	

吉　

澤　

里　

紗
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最
優
秀
賞

仏
像
ぐ
る
り
の
ひ
と
び
と�

二
松
學
舍
大
学　

三
年　
　

佐
々
木　

彩　

乃

講
　
評

　

審
査
員
が
ほ
ぼ
一
致
で

最
優
秀
賞
に
選
ん
だ
。
物

語
に
登
場
す
る
阿
闍
梨

餅
・
カ
プ
チ
ー
ノ
パ
フ
ェ
・

熱
い
コ
コ
ア
が
ほ
っ
こ
り

と
大
日
如
来
像
を
迎
え
入

れ
、
仏
像
を
め
ぐ
る
暖
か

く
柔
ら
か
な
等
身
大
の
青

春
群
像
小
説
だ
と
い
う
こ

と
が
伝
わ
る
。
だ
れ
も
が

抱
え
る
心
の
痛
み
を
、
仏

像
を
縁
に
し
て
出
会
っ
た

ひ
と
び
と
が
て
い
ね
い
に

癒
や
し
、
ひ
と
び
と
は
一

歩
ず
つ
前
に
進
む
。
仏
像

に
会
い
た
い
気
持
ち
に

な
っ
て
本
書
の
世
界
に
触

れ
れ
ば
、
自
分
と
未
来
に

向
か
い
合
う
勇
気
が
き
っ

と
じ
わ
じ
わ
と
生
ま
れ

る
。

　
（
麻
宮
ゆ
り
子
『
仏
像

ぐ
る
り
の
ひ
と
び
と
』
光

文
社
文
庫
）
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優
秀
賞

ぼ
く
の
死
体
を
よ
ろ
し
く
た
の
む

�

二
松
學
舍
大
学　

二
年　
　

樫　

村　

優　

香

か
が
み
の
孤
城

�
本
庄
東
高
等
学
校　

三
年　
　

新　

井　

七　

海

講
　
評

講
　
評

　

 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
よ
く
、
造
形
も
丁
寧
で
す
。
城
の
絵
の
細
か

さ
に
「
小
説
へ
の
愛
」
を
感
じ
ま
し
た
。
作
品
の
内
容
を
説
明
し
た
文
章
も
わ

か
り
や
す
く
、「
あ
っ
と
い
う
間
の
５
５
４
ペ
ー
ジ
」
と
い
う
締
め
の
フ
レ
ー
ズ

も
巧
み
で
す
。

　

折
り
畳
ま
れ
た
シ
ャ
ツ
が
、
書
店
の
ポ
ッ
プ
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
、
こ

の
本
が
持
っ
て
い
る
不
思
議
さ
、
意
外
性
、
柔
ら
か
さ
、
温
も
り
な
ど
が
、
一

瞬
で
見
る
者
の
心
に
流
れ
込
む
。
ボ
タ
ン
や
レ
ー
ス
、
蝶
柄
の
ス
タ
ン
プ
を
選

ぶ
セ
ン
ス
に
は
、
人
を
立
ち
止
ま
ら
せ
る
力
も
あ
る
。

H30文芸入賞作品集_本文03.indd   38 2018/11/05   11:40



− 39 −

佳
　
作

江
ノ
島
西
浦
写
真
館

　

二
松
學
舍
大
学　

二
年

　

�
秋　

元　

の
の
か

奏
弾
室

　

二
松
學
舍
大
学　

二
年　

　

�

市　

川　

美　

咲

あ
る
少
女
の
姿
見

　

二
松
學
舍
大
学　

三
年

�

田　

上　

真　

衣
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【
入
　
選
】

「
繕
い
屋　
月
の
チ
ー
ズ
と
お
菓
子
の
家
」	

二
松
學
舍
大
学	

三
年	

小　

林　

理　

毅

H30文芸入賞作品集_本文03.indd   40 2018/11/05   11:40



学
内
感
想
文
部
門

H30文芸入賞作品集_本文04.indd   41 2018/11/14   10:17



− 42 −

最
優
秀
賞

　

こ
こ
ろ

二
松
學
舍
大
学
附
属
高
等
学
校　

二
年　
　

川　

上　

舞　

花

　

不
朽
の
名
作
と
謳
わ
れ
る
夏
目
漱
石
の
こ
こ
ろ
。
こ
の
本
は
読
も
う
と
数
年
前
に
買
っ
て
は
い
た
が
、
な
か
な
か
読
む
気
に
な
れ
ず
に
ず
っ
と
本
棚
に

し
ま
っ
て
あ
っ
た
が
、
こ
の
課
題
を
機
に
読
ん
で
み
た
。

　

内
容
の
濃
さ
や
表
現
の
難
し
さ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
数
日
。
最
初
に
感
じ
た
の
は
恐
怖
だ
っ
た
。

　

先
生
は
自
ら
の
叔
父
に
騙
さ
れ
、
両
親
の
遺
産
を
奪
わ
れ
、
心
に
大
き
な
傷
を
負
う
。
そ
し
て
、
自
ら
も
親
友
を
裏
切
り
恋
人
を
得
る
が
、
親
友
が
自

殺
し
た
た
め
に
罪
悪
感
に
苦
し
み
、
自
殺
し
て
し
ま
う
。

　

人
は
脆
く
弱
い
こ
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
誰
で
も
平
等
に
存
在
し
、
先
生
に
も
あ
り
、
Ｋ
に
も
あ
る
、
も
ち
ろ
ん
私
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
突
然

現
れ
る
。
先
生
は
親
友
と
お
嬢
さ
ん
を
前
に
し
た
時
に
そ
ん
な
こ
こ
ろ
が
現
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
親
友
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

ん
な
自
分
を
先
生
は
一
生
許
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

私
が
恐
怖
を
感
じ
た
理
由
の
一
つ
に
私
は
先
生
の
状
況
に
な
っ
た
時
に
同
じ
こ
と
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
私
は
今
ま
で
生
き
て
き

て
、
誰
か
を
裏
切
っ
て
ま
で
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
よ
う
な
人
と
は
出
会
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
そ
の
よ
う
な
人
が
現
れ
た
時
、
私
は
ど

う
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
自
分
が
人
を
裏
切
る
よ
う
な
奴
だ
と
は
心
底
思
っ
て
い
な
い
が
、
先
生
と
同
じ
こ
と
を
す
る
可
能
性
も
否
定
し
き
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
私
も
脆
く
弱
い
こ
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

先
生
は
弱
い
こ
こ
ろ
と
共
に
人
一
倍
強
い
こ
こ
ろ
も
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
自
ら
も
分
か
っ
て
い
た
が
故
に
恋
を
前
に
こ
こ
ろ
が
揺
ら
ぎ
親

友
を
裏
切
っ
た
自
分
が
人
一
倍
許
せ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
先
生
は
大
き
過
ぎ
る
罪
悪
感
を
一
人
で
抱
え
、
一
生
付
き
添
う
妻
に
Ｋ
の
死
の
真
実
を
伝
え
ら

れ
ず
に
一
人
孤
独
に
死
ん
で
い
っ
た
。
妻
と
共
に
訪
れ
る
Ｋ
の
墓
参
り
は
ど
れ
程
辛
い
も
の
だ
っ
た
の
か
。
私
だ
っ
た
ら
想
像
も
つ
か
な
い
し
、
耐
え
ら

れ
な
い
。
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講
　
評

　

一
文
一
文
に
雑
味
が
な
く
簡
潔
で
、
滞
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
読
み
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
課
題
小
説
に
抱
い
た
「
恐
怖
」
と
い
う
感
覚
か
ら
は

じ
ま
り
、「
先
生
」
が
持
つ
「
脆
く
弱
い
こ
こ
ろ
」
は
自
分
の
中
に
も
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
先
生
」
は
「
妻
」
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か

と
い
う
疑
問
を
経
て
、
最
後
は
「
許
す
と
い
う
行
為
の
大
切
さ
」
と
い
う
発
見
へ
と
至
る
。
こ
の
展
開
が
見
事
で
し
た
。
ま
た
、
書
き
手
の
人
柄
も
に
じ

ん
で
お
り
、
体
温
の
こ
も
っ
た
感
想
文
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
許
す
と
い
う
行
為
は
大
切
だ
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
世
の
中
に
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
っ
て
存
在
す
る
。
だ
が
、先
生
は
許
さ
れ
る
べ
き
だ
っ

た
し
、
自
ら
を
許
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
先
生
が
も
し
妻
に
Ｋ
の
死
に
つ
い
て
語
っ
た
と
し
て
も
妻
は
先
生
を
許
し
た
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
し

な
か
っ
た
の
は
先
生
の
優
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

Ｋ
の
こ
と
を
話
せ
ば
妻
は
自
分
の
存
在
が
先
生
を
苦
し
め
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
事
実
が
妻
を
苦
し
め
る
こ
と
を
先
生
は
分

か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
先
生
は
妻
へ
の
優
し
さ
の
た
め
に
自
分
の
こ
こ
ろ
を
殺
し
た
。
そ
し
て
、
遂
に
は
そ
の
重
み
に
耐
え
切
れ
ず
に
自
分
を
殺
し
て

し
ま
っ
た
。

　

私
は
先
生
の
自
分
の
信
念
を
貫
き
生
き
る
様
は
素
敵
だ
と
思
っ
た
し
、
自
分
も
見
習
う
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
た
だ
、
最
後
の
死
に
方
は
私
は
嫌
い
だ
。

何
故
な
ら
結
局
先
生
は
自
ら
の
妻
を
苦
し
め
る
枷
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
先
生
の
思
い
を
知
ら
な
い
妻
は
先
生
と
同
じ
よ
う
に
自
分
を
責
め
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｋ
は
先
生
を
苦
し
め
先
生
は
妻
を
苦
し
め
る
。
だ
か
ら
、
私
は
先
生
の
死
に
方
を
良
い
と
は
思
え
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
先

生
の
辛
さ
を
考
え
れ
ば
仕
方
の
無
い
こ
と
だ
と
も
思
う
。

　

私
は
こ
の
作
文
を
書
き
終
え
一
番
に
感
じ
た
の
は
許
す
と
い
う
行
為
の
大
切
さ
だ
。「
自
分
に
厳
し
く
相
手
に
優
し
く
」
先
生
と
は
ま
さ
に
こ
の
言
葉

通
り
の
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
生
は
自
分
に
厳
し
す
ぎ
る
が
故
に
自
分
を
許
せ
な
か
っ
た
。
私
は
そ
れ
が
先
生
の
唯
一
の
明
ら
か
な
失
敗
だ
と
思
う
。

だ
か
ら
、
私
は
人
を
許
し
自
分
を
許
せ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
う
。
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優
秀
賞

見
え
な
い
心

�

二
松
學
舍
大
学
附
属
高
等
学
校　

一
年　
　

小　

泉　

裕　

奈

　
「
こ
こ
ろ
」
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
私
は
題
名
の
意
味
し
て
い
る
事
が
気

に
な
っ
た
。
生
物
的
に
考
え
る
と「
こ
こ
ろ
」と
い
う
臓
器
は
存
在
し
な
い
。
普
段
、私
た
ち
が「
こ

こ
ろ
」
と
し
て
感
じ
て
い
る
も
の
は
臓
器
と
し
て
は
脳
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、「
こ
こ
ろ
」

は
ど
こ
か
と
問
わ
れ
れ
ば
多
く
の
人
が
自
分
の
胸
に
手
を
当
て
る
だ
ろ
う
。「
こ
こ
ろ
」
は
目
に

見
え
な
い
。
し
か
し
、
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

　

主
人
公
の
私
が
先
生
の
手
紙
を
通
じ
て
先
生
の
心
を
見
つ
め
、
先
生
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と

に
な
る
。
先
生
は
若
い
頃
、
下
宿
先
で
一
人
の
女
性
に
恋
を
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
親
友
Ｋ
も

そ
の
女
性
に
恋
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
先
生
と
親
友
Ｋ
の
間
に
嫉
妬
心
が
生
ま
れ
た
。

　

嫉
妬
と
い
う
言
葉
を
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
『
人
の
愛
情
が
他
に
向
け
ら
れ
る
の
を
憎
む
こ

と
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。
他
の
自
分
を
比
べ
、
自
分
が
負
け
た
と
い
う
気
持
ち
が
強
け
れ
ば
強

い
ほ
ど
、
嫉
妬
心
も
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
生
は
親
友
Ｋ
に
そ
の
女
性
を
取

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
や
焦
り
か
ら
、
親
友
を
裏
切
り
、
影
で
女
性
の
母
親
に
女

性
と
の
結
婚
を
申
し
込
み
承
諾
を
得
て
し
ま
う
。
女
性
と
先
生
が
結
婚
す
る
こ
と
を
女
性
の
母

親
か
ら
知
ら
さ
れ
た
Ｋ
と
先
生
の
間
に
は
気
ま
づ
さ
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
先
生
は
親
友

Ｋ
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
行
動
し
た
。
結
果
先
生
は
「
お
れ
は
策
略
で
勝
っ
て
も
人
間
と
し
て

は
負
け
た
の
だ
」
と
い
う
自
責
の
念
に
か
ら
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
親
友
Ｋ
は
「
自
分
は
薄

志
弱
行
で
到
底
先
行
の
望
み
が
な
い
か
ら
自
殺
す
る
」
と
書
か
れ
た
一
通
の
手
紙
を
残
し
て
自

殺
し
た
。

　

親
友
と
好
き
な
人
、
ど
ち
ら
か
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
選
べ
る
の
だ
ろ
う
か
。
何
で

も
言
い
合
え
る
親
友
は
大
切
な
存
在
だ
と
思
う
。
ま
た
、
誰
か
を
好
き
と
思
っ
た
気
持
ち
も
大

切
な
も
の
だ
と
思
う
。
本
当
で
あ
れ
ば
先
生
も
、
親
友
Ｋ
も
こ
の
悩
み
だ
け
で
済
ん
で
い
た
は

ず
だ
。
し
か
し
、
嫉
妬
心
と
い
う
余
計
な
も
の
が
混
じ
っ
た
せ
い
で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
の
重
さ
が
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
心
を

辛
く
悲
し
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　

私
宛
に
届
い
た
先
生
か
ら
の
手
紙
に
は
、
先
生
の
過
去
の
経
験
と
本
心
が
書
か
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
今
現
在
の
気
持
ち
と
先
生
の
奥
さ
ん
（
親
友
Ｋ
も
恋
し
た
女
性
）
へ
の
お
願
い
も
書
か

講
　
評

　

感
情
の
在
り
処
と
さ
れ
な
が
ら
も
目
に
見
え
な
い
も
の
と
し
て
「
こ
こ
ろ
」
を
捉
え
、
読
み

直
し
た
点
を
評
価
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
こ
ろ
」
の
非
物
質
性
か
ら
書
き
始
め
、
見
え
な
さ
ゆ

え
の
問
題
で
結
ぶ
構
成
の
巧
み
さ
も
際
立
っ
て
い
ま
し
た
。

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
先
生
と
親
友
Ｋ
と
の
間
に
あ
っ
た
出
来
事
を
先
生
の
奥
さ
ん
が
生
き
て

い
る
以
上
秘
密
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

人
の
「
こ
こ
ろ
」
は
自
分
の
胸
の
奥
の
お
く
に
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
誰
に
も
見

え
な
い
。
自
分
の
「
こ
こ
ろ
」
を
人
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
言
葉
や
行
動
で
伝
え
る
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
対
に
、
相
手
の
「
こ
こ
ろ
」
を
知
る
た
め
に
は
、
言
葉
や
行
動
か
ら

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
こ
こ
ろ
」に
は
感
情
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
笑
い
、

喜
び
、
怒
り
、
不
安
、
悲
し
み
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
感
情
は
出
そ
う
と
思
っ

て
出
す
も
の
で
は
な
く
、
無
意
識
の
う
ち
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
だ
。
た
だ
し
、
こ
の
感
情
は
隠

そ
う
と
思
え
ば
「
こ
こ
ろ
」
の
奥
に
隠
せ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
て
い
る
私
達
の
時
代
は
本
音

を
隠
し
な
が
ら
も
会
話
が
で
き
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
現
実
で
人
と
関
わ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。
時
に
は
、
誰
か
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
、
自
分
が
悲
し
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
私
は
、
し
っ
か
り
と
相
手
の
目
を
見
て
「
こ
こ
ろ
」
の
奥
に
あ
る
気
持
ち
を

わ
か
り
合
え
る
よ
う
な
親
友
と
出
会
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、「
恋
は
罪
悪
」
だ
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
、
改
め
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
「
恋
」
が
な
ぜ
罪
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
本
に
あ
る
「
恋
」
は
全
く
明
る
い
雰
囲
気
は
な
く
、
私
の
知
っ
て
い
る
恋
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
恋
」
は
先
生
と
Ｋ
を
狂
わ
せ
る
強
い
力
を
持
ち
、
そ
し
て
、
先
生
に
大
き
な
罪
悪
感
を
残
す

と
い
う
暗
く
重
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

両
親
を
早
く
に
亡
く
し
、
財
産
を
相
続
し
た
先
生
は
誰
の
目
か
ら
見
て
も
自
由
で
結
婚
す
る

に
は
最
適
な
相
手
で
す
。
そ
ん
な
先
生
は
、
誰
に
で
も
優
し
く
、
自
分
の
下
宿
に
Ｋ
を
誘
っ
た

と
き
も
た
だ
善
意
の
も
と
だ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。
先
生
は
当
事
の
こ
と
を
、
あ
ま
り
良
い

よ
う
に
捉
え
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
私
の
目
に
は
親
切
な
人
だ
と
映
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
先
生
に
対
し
て
、
Ｋ
は
素
直
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
自
分
の
高
い
思
想
を
持
ち
、
他

人
に
厳
し
く
、
自
分
に
は
も
っ
と
厳
し
い
。
先
生
は
そ
ん
な
Ｋ
に
対
し
て
、
自
分
に
な
い
も
の

を
持
つ
憧
れ
の
対
象
と
し
て
見
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
二
人
と
一
人
の
女
性
の
間
に
生
ま
れ
た
恋
で
悲
劇
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

　

Ｋ
は
下
宿
に
誘
っ
て
く
れ
た
先
生
に
対
し
て
も
、
広
く
心
を
開
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
先
生
は
、
そ
の
こ
と
を
少
な
か
ら
ず
不
満
に
思
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
Ｋ
が
唯
一
、
心

を
開
い
た
の
は
お
嬢
さ
ん
だ
け
で
す
。
微
笑
み
を
浮
か
べ
る
の
も
、
お
嬢
さ
ん
の
話
を
す
る
と

き
だ
け
。
素
直
さ
を
見
せ
た
の
も
、
先
生
か
ら
見
た
ら
そ
の
時
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　

深
い
友
情
を
結
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
先
生
と
Ｋ
は
い
わ
ゆ
る
、
普
通
の
友

達
関
係
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
に
、「
恋
」
と
い
う
人
間
に
と
っ
て
重
い
感
情
が
絡

ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
先
生
は
と
て
も
人
の
機
微
に
聡
い
人
で
し
た
。
だ
か
ら
、
何
年
も

何
年
も
毎
月
お
墓
参
り
を
す
る
の
で
す
。
自
分
を
客
観
的
に
見
れ
る
人
だ
か
ら
、
Ｋ
と
の
関
係

に
苦
し
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
、
Ｋ
は
凄
く
鈍
感
な
人
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｋ
に
と
っ
て
、
他
人
は
他
人

以
上
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
精
神
的
に
向
上
心
の
な
い
も
の
は
馬
鹿
だ
」

　

こ
れ
は
も
と
は
Ｋ
の
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
彼
が
と
て
も
冷
た
い
人

間
に
思
え
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

講
　
評

　

登
場
人
物
た
ち
に
寄
り
添
い
、
説
明
さ
れ
て
い
な
い
心
理
の
空
白
を
埋
め
よ
う
と
す
る
姿
勢

に
好
ま
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
誰
も
悪
人
で
な
く
て
も
、
悲
劇
が
起
こ
り
う
る
事
情
が
明
確
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
者
に
共
感
す
る
力
を
さ
ら
に
磨
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
私
が
Ｋ
の
友
人
だ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
彼
か
ら
、
絶
交
を
言
い
わ
た
さ
れ
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

　

他
人
に
厳
し
く
、
許
容
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
恋
」
と
い
う
一
つ
の
感
情
に
全
て
を
か

き
乱
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
客
観
的
に
す
べ
て
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来

て
い
た
。
そ
れ
は
、
き
っ
と
身
内
に
よ
る
裏
切
り
と
い
う
経
験
が
、
先
生
を
大
人
に
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
親
か
ら
勘
当
を
言
い
渡
さ
れ
、
他
人
を
拒
絶
し
て
し
ま
う
Ｋ
は
、
結
局
視
野
が

狭
い
人
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
恋
」
は
誰
か
一
人
の
存
在
を
、
自
分
の
そ
ば
に
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
け
が
え
の
な

い
誰
か
に
と
っ
て
、
自
分
も
同
等
の
存
在
に
な
り
た
い
と
願
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
、
こ

の
本
を
読
ん
で
い
て
感
じ
ま
し
た
。

　

先
生
は
自
分
の
立
場
を
分
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
Ｋ
の
気
持
ち
も
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。

客
観
的
に
分
析
し
て
、
自
分
だ
け
が
幸
せ
に
な
る
方
法
を
導
き
出
し
、
実
行
し
た
の
で
す
。
導

き
出
さ
れ
た
現
実
は
、
先
生
の
思
い
描
い
た
も
の
と
は
程
遠
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
、

き
っ
と
Ｋ
に
勝
ち
た
か
っ
た
だ
け
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
お
嬢
さ
ん
の
こ
と
は
本
当
に
好
き

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
当
に
Ｋ
と
同
等
の
恋
を
先
生
は
抱
い
て
い
た
の
か
、
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
も
し
か
し
た
ら
お
嬢
さ
ん
で
は
な
く
Ｋ
に
自
分
の
存
在
を
刻
み
付
け

た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
誰
か
に
、
強
く
自
分
の
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
た
か
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
最
後
に
「
私
」
に
向
か
っ
て
、
手
紙
と
い
う
形
で
自
分
の
記
憶
を
託
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

先
生
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
「
私
」
は
、
先
生
の
す
べ
て
の
覚
悟
も
ま
た
受
け
取
り
ま
し
た
。

図
ら
ず
も
、
先
生
の
考
え
を
全
て
理
解
し
、
分
か
っ
て
く
れ
る
の
は
「
私
」
だ
け
だ
と
先
生
は

認
識
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
し
、
私
が
先
生
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
ら
、
と
考
え
ま
し
た
。
私
は
、
手
紙
を
読
ま
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
手
紙
を
全
て
読
み
終
え
た
私
は
、
先
生
の
青
春
を
理
解
で
き
る
と
思
え

な
い
か
ら
で
す
。

　

い
つ
か
、「
恋
は
罪
悪
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
知
る
日
が
私
に
も
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
、
私
は
ど
ん
な
風
に
自
分
を
見
る
の
か
。
視
野
を
広
げ
て
、
出
会
っ
た
誰
か
に
向
き
合

え
た
ら
、
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
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夏
目
漱
石
と
い
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
小
説
が
有
名
で
し
ょ
う
か
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』、『
坊

ち
ゃ
ん
』そ
し
て
今
回
感
想
を
書
い
て
い
く『
こ
こ
ろ
』な
ど
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。

私
は
第
一
印
象
と
し
て
、『
こ
こ
ろ
』
は
主
人
公
と
同
じ
目
線
で
読
む
こ
と
が
で
き
、
文
も
簡
潔

な
た
め
、
純
文
学
と
し
て
は
か
な
り
読
み
や
す
い
作
品
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
ん
な
漱

石
の
最
高
傑
作
と
も
い
え
る
作
品
の
感
想
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
作
中
で
一
番
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
後
半
か
ら
始
ま
る
先
生
か
ら
の
手
紙
で
す
。
こ
の

手
紙
に
よ
り
、
前
半
で
の
謎
が
解
け
て
い
き
ま
す
。
先
生
か
ら
の
手
紙
に
は
「
遺
産
問
題
に
よ

る
叔
父
か
ら
の
裏
切
り
」、
重
要
な
「
友
人
Ｋ
の
死
」
そ
し
て
最
後
に
は
「
先
生
自
身
の
死
」
に

つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
そ
の
先
生
か
ら
の
手
紙
で
終
わ
っ
て
い
て
、
そ
の

後
の
主
人
公
の
行
動
や
心
境
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
も
し
自
分
が
主

人
公
の
「
私
」
で
あ
っ
た
ら
ど
う
思
う
か
、
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
手
紙
か
ら
わ
か
る
一
つ
の
こ
と
は
、
先
生
は
本
当
は
と
て
も
人
間
ら
し
い
人
間
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。「
私
」
や
先
生
の
「
妻
」
は
、
先
生
の
何
を
し
て
も
楽
し
く
な
さ
そ
う
な
と
こ
ろ

や
、
世
界
を
曲
が
っ
た
目
で
見
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、
手
紙
だ
と
先
生

は
素
直
に
自
分
の
後
悔
を
打
ち
明
け
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
人
間
味
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
先
生
の
態
度
か
ら
も
そ
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
妻
と
い
る
と
き
の
態
度
を
例
に

挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
先
生
は
、
何
を
見
て
も
楽
し
く
な
さ
そ
う
に
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
単
純
に
Ｋ
が
先
生
の
頭
か
ら
離
れ
な
い
か
ら
で
す
。
先
生
は
妻
と

幸
せ
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
Ｋ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
き
っ
と
何
度
も
何
度
も

Ｋ
が
死
ん
だ
と
き
の
こ
と
が
蘇
っ
て
し
ま
っ
て
、い
つ
も
自
責
の
念
に
苛
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
私
も
そ
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
実
際
に
私
も
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
り
、
失
敗
し

て
し
ま
う
と
考
え
込
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で
す
。ト
ラ
ブ
ル
や
失
敗
の
原
因
と
な
っ

た
も
の
を
見
る
だ
け
で
も
落
ち
こ
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
作
中
で
は
、
友
人

の
死
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
普
通
の
精
神
状
態
で
は
生
き
て
い
け
な
い
は
ず
で
す
。
ま
し
て

や
自
分
の
せ
い
で
死
ん
だ
友
人
の
好
き
だ
っ
た
人
と
幸
せ
に
生
き
て
い
く
な
ん
て
到
底
で
き
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
そ
ん
な
過
去
を
背
負
っ
て
い
る
先
生
は
い
つ
も
人
間
ら
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、な
ぜ
「
私
」
に
手
紙
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初
に
読
ん
だ
と
き
、

私
は
先
生
と
「
私
」
は
信
頼
で
き
る
友
人
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
で
な
け
れ
ば
、
普
通
そ
ん
な
手
紙
を
送
ろ
う
と
思
わ
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
理
由

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
他
に
手
紙
を
送
っ
た
理
由
、そ
れ
は
「
も

う
一
人
の
自
分
を
生
み
だ
し
た
く
な
い
」
と
い
う
先
生
の
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
先
生
は
自
分
の
叔
父
に
裏
切
ら
れ
、
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
知
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

Ｋ
を
裏
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
恋
」
と
い
う
感
情
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
し
ま
い
、
相
手
の

立
ち
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
「
相
手
の
立
ち
場
で

考
え
る
」
と
い
う
の
は
言
う
だ
け
な
ら
簡
単
で
も
、
実
践
す
る
と
い
う
の
は
す
ご
く
難
し
い
こ

と
で
す
。
身
近
な
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
目
の
前
で
自
分
の
友
人
が
転
ん
だ
と
し
ま
す
。

そ
の
と
き
、
友
人
に
は
目
立
っ
た
怪
我
は
な
か
っ
た
た
め
、
無
責
任
に
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言

い
自
分
が
そ
の
場
か
ら
去
っ
た
と
し
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
と
き
自
分
は
そ
の
友
人
の
痛
み
が
わ

か
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
と
き
の
友
人
の
心
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
後
日
、
転
ん
だ
友
人
が
骨
折
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
し
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
と
き
に
や
っ

と
「
病
院
に
つ
れ
て
い
け
ば
よ
か
っ
た
」「
あ
の
ま
ま
帰
ら
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
思
う
の

で
す
。
そ
れ
く
ら
い
「
相
手
の
立
ち
場
で
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ

と
、先
生
は
そ
れ
を
「
私
」
に
伝
え
た
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
後
悔
し
て
も
遅
い
け
れ
ど
、

「
私
」
は
間
に
合
う
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
先
生
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
正
確
に
は
「
死
ん
で
い
る
は
ず
」
で
す
。
妻

を
最
後
ま
で
愛
し
、「
私
」
に
人
生
の
教
訓
と
な
る
よ
う
な
手
紙
を
送
り
、
Ｋ
へ
の
後
悔
は
消

え
な
い
ま
ま
、
そ
の
と
き
思
い
出
さ
れ
た
殉
死
と
い
う
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
て
、
そ
し
て
死

ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
正
直
に
言
う
と
、
そ
ん
な
人
間
ら
し
い
人
だ
っ
た
先
生
を
私
は
手
紙
を
読

ん
で
か
ら
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
安
心
も
し
ま
し
た
。
き
っ
と
「
私
」
も
そ
う
思
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
結
局
は
、
私
た
ち
は
同
じ
人
間
で
す
。
い
つ
私
が
「
私
」
に
な
る
の
か
、
先
生
に
な

る
の
か
な
ん
て
、
今
は
誰
も
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
今
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
あ
な
た
が
登
場
人
物

の
誰
か
に
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
既
に
あ
な
た
も
私
も
登
場
人

物
の
う
ち
の
誰
か
に
な
っ
て
い
る
、
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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こ
の
小
説
は
私
に
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
の
衝
撃
は
黒
い
も
や
と
な
っ
て
、
読
み
終
わ
っ
た
私

の
心
に
立
ち
込
め
た
。
読
書
前
に
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
題
名
か
ら
感
じ
た
、
あ
の
温
か
い
響
き

は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
黙
々
と
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
読
書

後
の
私
は
裏
切
ら
れ
た
よ
う
な
心
地
が
し
た
。

　
「
こ
こ
ろ
」
は
夏
目
漱
石
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
小
説
で
あ
り
、
ま
た
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。

内
容
は
、
鎌
倉
の
海
水
浴
で
当
時
学
生
で
あ
っ
た
主
人
公
が
、
と
あ
る
男
性
と
出
会
い
、
そ
の

男
性
を
先
生
と
慕
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
交
流
を
深
め
て
も
先
生
は
自
身
の
過
去
を
話
す
こ

と
は
な
く
、
訊
ね
る
主
人
公
に
時
期
が
来
た
ら
話
す
と
約
束
す
る
。
大
学
を
卒
業
し
た
主
人
公

は
、
父
が
病
に
倒
れ
た
た
め
実
家
に
こ
も
る
が
、
つ
い
に
危
篤
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
中
、主
人
公
の
も
と
に
先
生
か
ら
の
手
紙
が
届
く
。
手
紙
の
内
容
は
遺
書
同
然
の
も
の
で
あ
っ

た
。
驚
く
ほ
ど
長
い
遺
書
に
は
、
先
生
の
生
い
立
ち
か
ら
妻
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
今
に
繋
が

る
壮
絶
な
過
去
に
つ
い
て
書
い
て
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
暗
い
内
容
が
続
く
た
め
、
読
書
中
に

気
持
ち
が
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
何
度
か
あ
っ
た
が
、
読
み
進
め
る
と
共
に
疑
問
に
思
う
点
や

印
象
に
残
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
読
み
終
え
て
み
て
、
読
書
前
と
読
書
後
の
こ
の
小
説
に
対
す
る
印
象
が
大
分
変
わ
っ
た
。

読
書
前
は
題
名
が
平
仮
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
柔
ら
か
い
温
か
さ
を
感
じ
て
い
た
。
三
部
の
う

ち
の
上
を
読
ん
で
い
く
。
先
生
の
素
っ
気
な
い
態
度
に
よ
っ
て
、先
程
ま
で
の
感
情
は
弱
く
な
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
か
興
味
が
わ
い
た
。
中
で
は
、
父
の
病
に
よ
っ

て
東
京
に
戻
れ
な
い
主
人
公
は
先
生
の
手
紙
を
待
つ
。「
父
は
又
突
然
引
っ
繰
返
っ
た
」。
こ
の

一
文
か
ら
、
全
体
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
始
め
る
。
東
京
に
行
く
は
ず
だ
っ
た
主
人
公
を
引
き
止

め
た
の
が
こ
の
出
来
事
だ
っ
た
。ま
る
で
、先
生
の
も
と
へ
続
く
道
を
阻
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

そ
し
て
下
の
「
先
生
と
遺
書
」。
先
生
の
壮
絶
な
過
去
が
語
ら
れ
て
い
て
、
頭
を
殴
ら
れ
た
よ
う

に
私
は
愕
然
と
し
た
。
私
が
勝
手
に
題
名
か
ら
感
じ
た
温
か
さ
と
い
う
も
の
が
、
衝
撃
や
哀
れ

と
い
う
感
情
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
題
名
と
内
容
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
。

　

次
に
、
主
人
公
は
な
ぜ
先
生
と
呼
ん
で
い
た
の
か
。
先
生
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
を
聞
か
れ

た
時
、
主
人
公
は
「
何
に
も
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。
何
故
そ
の
よ
う
な
人
を
尊
敬
す
る
の

か
と
両
親
は
不
思
議
に
思
う
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
何
も
し
て
い
な
い
人
を
尊
敬
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
誰
も
が
疑
問
に
思
う
は
ず
だ
。
一
般
的
に
言
う
な
ら
ば
、
大
学
の
教
授
や

著
名
人
な
ど
の
地
位
の
高
い
人
に
憧
れ
、
尊
敬
す
る
こ
と
が
普
通
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
人
に

近
づ
く
た
め
、
認
め
ら
れ
る
た
め
に
、
人
々
は
勉
学
に
励
む
の
だ
。
私
も
ま
た
そ
の
う
ち
の
一

人
だ
。
偉
業
を
成
し
遂
げ
、
世
に
名
を
知
ら
れ
る
人
物
を
私
は
尊
敬
し
、
先
生
と
敬
う
だ
ろ
う
。

主
人
公
の
「
年
長
者
に
対
し
て
の
口
癖
」
と
い
う
言
葉
で
先
生
と
呼
ぶ
理
由
に
、
口
癖
な
ら
仕

方
が
な
い
と
納
得
し
た
。
そ
れ
以
外
に
理
由
が
あ
る
な
ら
ば
、
先
生
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
雰
囲

気
や
世
間
に
距
離
を
置
く
態
度
に
惹
か
れ
た
か
ら
だ
と
私
は
考
え
る
。

　

最
終
章
で
明
ら
か
に
な
る
先
生
の
過
去
。
先
生
は
愛
す
る
女
性
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
親

友
を
死
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
自
殺
し
た
親
友
が
先
生
の
人
生
の
中
で
一
生
消
え
な

い
存
在
と
な
り
、
好
き
な
人
と
最
高
の
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
先
生
は
自
分
が

と
っ
た
行
動
に
後
悔
し
て
も
し
き
れ
ず
、
親
友
の
墓
に
訪
れ
て
は
懺
悔
を
続
け
て
い
た
。
自
分

が
犯
し
た
過
ち
を
誰
に
も
話
せ
ず
に
い
た
先
生
は
、
自
分
の
人
生
に
幕
を
お
ろ
す
と
共
に
、
主

人
公
に
全
て
を
明
か
し
た
の
だ
っ
た
。
何
も
知
ら
さ
れ
ず
、
本
当
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
な

い
奥
さ
ん
が
一
番
気
の
毒
だ
と
思
う
が
、
何
も
明
か
し
た
く
な
い
と
い
う
先
生
の
気
持
ち
も
分

か
ら
な
く
は
な
い
。

　

先
生
が
自
殺
し
た
根
本
的
理
由
は
、
親
友
を
自
殺
さ
せ
て
し
ま
っ
た
自
分
を
許
せ
な
か
っ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
好
機
が
来
る
の
を
待
ち
、
明
治
天
皇
が
崩
御
し
た
時
に
決
心

し
た
の
だ
ろ
う
。
私
に
は
自
殺
に
至
る
ま
で
の
経
験
や
体
験
を
し
た
事
が
な
い
た
め
、
こ
の
部

分
の
理
解
に
苦
し
む
が
、
二
人
の
死
は
似
て
い
る
と
思
っ
た
。
親
友
は
恋
を
し
て
し
ま
っ
た
自

分
を
許
せ
な
い
こ
と
が
根
本
的
理
由
で
、
先
生
の
裏
切
り
が
き
っ
か
け
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

つ
ま
り
、
人
間
が
自
分
自
身
を
許
せ
な
い
時
に
死
を
選
ぶ
。
そ
し
て
何
か
を
引
き
金
と
し
て
生

命
を
絶
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
先
生
は
良
い
人
だ
と
思
っ
て
い
た
親
戚
に
裏
切
ら
れ
、
人
間
は
い

つ
悪
人
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
た
。
親
友
は
自
分
に
良
く
し
て
く
れ
た
先
生
に
裏
切
ら

れ
た
。
目
的
が
金
で
あ
ろ
う
と
恋
で
あ
ろ
う
と
、
人
間
が
本
当
に
悪
人
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
よ
く
分
か
っ
た
。
私
は
い
つ
か
良
い
人
に
出
会
い
、
そ
の
人
が
何
か
を
理
由
に
悪
人
に
な
っ

て
、
私
を
裏
切
る
。
憎
し
み
や
悲
し
み
を
抱
き
な
が
ら
、
私
は
人
生
を
送
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

私
も
い
つ
か
、
人
を
裏
切
っ
て
悪
人
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
う
と
、
こ
れ
か

ら
ど
う
や
っ
て
人
間
関
係
を
築
き
、
ど
う
生
き
て
い
こ
う
か
と
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
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「
こ
こ
ろ
」
を
読
む
と
姉
に
言
っ
た
と
き
、
あ
の
作
品
は
怖
い
、
と
言
わ
れ
、
き
っ
と
お
っ
か

な
い
人
間
の
心
の
中
を
書
い
た
も
の
だ
と
想
像
し
、
わ
た
し
は
最
初
の
一
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
。

読
み
進
め
て
い
く
と
、
わ
た
し
の
想
像
し
て
い
た
も
の
と
違
い
、
何
と
い
う
か
、
少
女
漫
画
の

よ
う
だ
、
と
思
っ
た
。
私
と
先
生
の
出
会
い
や
、
私
が
先
生
に
つ
き
ま
と
い
、
先
生
の
こ
と
を

知
ろ
う
と
す
る
様
。
わ
た
し
は
こ
の
作
品
が
少
女
漫
画
に
し
か
見
え
な
く
な
り
、
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
た
び
、
夏
目
漱
石
が
真
剣
な
気
持
ち
で
書
い
た
文
章
一
つ
一
つ
を
、
少
女
漫
画
に
あ
り
が

ち
な
展
開
に
、
わ
た
し
は
真
剣
に
置
き
か
え
て
読
ん
だ
。
そ
ん
な
わ
た
し
は
一
つ
の
場
面
と
一

つ
の
文
章
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

近
頃
泥
棒
が
出
る
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
書
斎
の
見
張
り
を
頼
ま
れ
た
私
と
、
そ
ん
な
私
の

た
め
に
お
茶
を
持
っ
て
く
る
妻
が
議
論
を
始
め
る
場
面
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
妻
は
自
信
あ
り
げ

に
先
生
に
は
嫌
わ
れ
な
い
と
言
う
、
わ
た
し
は
、
な
ぜ
妻
が
こ
ん
な
に
自
信
満
々
に
自
分
が
嫌

わ
れ
な
い
と
言
え
る
の
か
、
不
思
議
に
思
っ
た
。
妻
は
、
自
分
が
先
生
の
中
で
人
間
と
し
て
存

在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
妻
と
し
て
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
、
必
要
と
さ
れ

て
い
る
と
公
言
し
た
か
ら
、
で
も
先
生
か
ら
し
た
ら
妻
は
自
分
が
生
き
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
役

で
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。〝
先
生
と
遺
書
〟
で
「
私
は
妻
に
何
も
知
ら
せ
た
く
な
い
」
と
書

い
て
い
る
。
気
遣
い
で
自
分
の
秘
密
を
言
わ
な
い
夫
か
ら
、
必
要
と
さ
れ
て
い
て
、
妻
は
悔
し

く
な
い
の
か
、
と
思
っ
た
。

　
「
私
は
今
自
分
で
自
分
の
心
臓
を
破
っ
て
、
そ
の
血
を
あ
な
た
の
顔
に
浴
び
せ
か
け
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。
私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、
あ
な
た
の
胸
に
新
し
い
命
が
宿
る
事
が
で
き
る
な

ら
満
足
で
す
。」
と
い
う
文
章
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
初
め
て
読
ん
だ
時
素
敵
だ
、
と
思
っ
た
。
ま

ず
、
そ
の
血
と
は
何
か
考
え
た
、
き
っ
と
先
生
の
生
き
た
証
だ
と
思
う
、
具
体
的
に
言
え
ば
考

え
方
や
生
き
方
な
の
か
と
考
え
た
、
そ
し
て
〝
あ
た
ら
し
い
命
が
宿
る
事
〟
と
何
と
な
く
関
係

し
て
い
る
と
思
っ
た
。
先
生
の
鼓
動
が
止
ま
っ
た
時
に
、
そ
の
血
が
私
の
中
に
流
れ
始
め
、
先

生
の
生
き
方
考
え
方
が
私
の
中
で
生
き
始
め
、
自
分
が
死
ん
で
も
私
の
中
で
自
分
が
生
き
続
け

て
ほ
し
い
、
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
な
の
で
は
、
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

こ
の
一
つ
の
場
面
と
一
つ
の
文
章
か
ら
、
わ
た
し
の
頭
の
中
で
、
こ
の
三
人
の
ド
ロ
ド
ロ
な

三
角
関
係
が
出
来
た
。
で
も
、
わ
た
し
的
に
先
生
は
妻
よ
り
も
私
へ
の
愛
の
方
が
重
た
か
っ
た

と
重
う
。
わ
た
し
が
そ
う
願
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
、
先
生
の
妻
へ
の
想
い
方
は
、
パ

ン
が
な
い
か
ら
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
よ
う
に
、
周
り
の
人
間
が
嫌
い
だ
か
ら
自
分
に
一
番
身
近
な

人
間
に
好
き
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
お
い
て
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
嫌
い
に
な
れ
る
よ
う
な

想
い
方
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
先
生
の
私
へ
の
想
い
方
は
、
好
き
と
か
愛
し
て
る
と
か
そ
ん

な
可
愛
い
も
の
じ
ゃ
な
く
、
依
存
に
近
い
も
の
に
見
え
た
。
先
程
の
文
章
や
、
自
分
の
秘
密
を

私
に
し
か
明
か
さ
な
い
、
ま
た
、
先
生
は
人
間
が
嫌
い
な
の
に
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
か

け
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
先
生
に
く
っ
つ
い
て
い
て
、
先
生
も
こ
ん
な
今
ま
で
会
っ
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
人
間
、
好
き
嫌
い
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
、
先
生
が
私
に
好
き
嫌
い

を
越
え
た
依
存
へ
と
迎
り
着
い
た
よ
う
に
思
っ
た
。

　

無
関
係
な
人
間
か
ら
ア
タ
ッ
ク
さ
れ
、
心
地
良
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
気
づ
い
た
ら

そ
の
人
宛
て
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
、
そ
ん
な
少
女
漫
画
の
よ
う
な
展
開
。
こ
の
作
品
、
少
女

漫
画
で
し
か
な
い
。

H30文芸入賞作品集_本文04.indd   48 2018/11/14   10:17



− 49 −

【
入
　
選
】

「
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
に
対
す
る
感
想
」	

二
松
學
舍
大
学
附
属
高
等
学
校	

一
年	

上　

田　

悟　

史

「
こ
こ
ろ
」	

二
松
學
舍
大
学
附
属
高
等
学
校	

一
年	

川　

上　

真　

由

「「
こ
こ
ろ
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